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─包括的な学びへと導くピアノ指導法を探る─




















































































































































































③　 1 ．「メロディ」 3 ．「ハミング」 4 ．「コ



































子については， 4 分の 2 拍子， 4 分の 4 拍子，




















































































































［譜例 6 ］。「 7 ．狩人の歌」 8 分の 6 拍子が初
めて登場し，ユニゾン進行，強音によるスタッ
カート奏法が習得できる。ゲルマン民族の狩猟
文化が音によって描かれている［譜例 7 ］。「 8 ．
勇敢な騎手」 7 番につづく 8 分の 6 拍子の曲で，
全体的に共通項も多く，テクニックや音楽表現
方法を系統立てて習得させたいという意図が垣













































































音楽時報（Neue Zeitschrift für Musik）』で既
に発表されていた箴言集「音楽的家訓と処世訓
























































































































































































・「Musikalische Haus- und Lebensregeln」
http://www.schumannzwickau.de/zitate_
lebensregeln.asp（2016年10月21日閲覧）
